
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る

「
草
加
み
ら
い
博
」

公
益
社
団
法
人
草
加

青
年
会
議
所
（
草
加
Ｊ

Ｃ
）
は
、
今
年
創
立
５０
周

年
。「
５０
年
の
感
謝
の
気

持
ち
を
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
」と
、

草
加
市
文
化
会
館
の
全

館
と
駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス

を
使
っ
て
、
午
前
中
に
記

念
式
典
、
午
後
に「
草
加

み
ら
い
博
」
を
開
催
す

る
。「

次
の
５０
年
を
考
え
る

と
き
、
大
切
に
し
た
い
の

は
家
族
の
絆
や
、
人
と
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
。
楽
し
み
な
が
ら
も
地

域
の
こ
と
を
学
べ
た
り
、

家
族
に
つ
い
て
考
え
る
き

っ
か
け
に
な
る
イ
ベ
ン
ト

に
し
た
い
」
と
、
草
加
Ｊ

Ｃ
５０
周
年
副
実
行
委
員

長
の
小
勝
元
貴
さ
ん
は

語
る
。

声
優
・
増
岡
弘
さ
ん
が

家
族
に
つ
い
て
語
る

メ
イ
ン
の
企
画
は
四

つ
。
ま
ず
は
、ア
ニ
メ「
サ

ザ
エ
さ
ん
」
の
マ
ス
オ
さ

ん
役
で
知
ら
れ
る
声
優

増
岡
弘
さ
ん
に
よ
る
記

念
講
演
「
マ
ス
オ
さ
ん
が

語
る
家
族
の
カ
タ
チ
」。

「
草
加
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」
で

は
、
県
立
草
加
東
高
校

出
身
で
草
加
市
歌
「
想
い

出
は
い
つ
も
」
を
ア
レ
ン

ジ
カ
バ
ー
し
た
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
ユ
ニ
ッ
ト
の
ケ

セ
ラ
ン
パ
サ
ラ
ン
、
マ
ル

チ
な
活
躍
で
注
目
の
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
ｙ

ｏ
ｓ
ｕ
な
ど
約
８
組
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
が
、
大
ホ
ー

ル
や
駐
車
場
特
設
ス
テ

ー
ジ
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
披
露
す
る
。

草
加
で
話
題
の
グ
ル

メ
が
集
結
す
る
「
そ
う
か

い
ち
」
で
は
、
こ
の
日
だ

け
の
限
定
品
も
登
場
す

る
と
あ
っ
て
、
期
待
が
高

ま
る
。

Ｖ
Ｒ
体
験
コ
ー
ナ
ー
や

防
災
セ
ミ
ナ
ー
も

四
つ
目
は
「
草
加
会

議
」。
振
り
込
め
詐
欺
被

害
埼
玉
県
内
ワ
ー
ス

ト
１
な
ど
、
草
加
の

ま
ち
の
問
題
点
に
着

目
し
た
セ
ミ
ナ
ー

や
、「
必
ず
起
き
る
首

都
圏
直
下
の
大
地

震
」
と
題
し
た
防
災
セ
ミ

ナ
ー
に
地
震
体
験
シ
ス
テ

ム
、Ｖ
Ｒ
体
験
コ
ー
ナ
ー

な
ど
、
大
人
と
子
ど
も
が

一
緒
に
学
べ
る
企
画
も
多

数
。「
多
く
の
市
民
に
楽

し
い
思
い
出
と
学
び
を
感

じ
、
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
小
勝
さ
ん
は
期

待
し
て
い
る
。 

（
信
太
）

楽
し
く
遊
ぼ
う
！

50
周
年
の
節
目
の
年
に
開
催
さ
れ
る「
草
加
み
ら

い
博
」は
、グ
ル
メ
や
音
楽
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
か

ら
、た
め
に
な
る
セ
ミ
ナ
ー
や
講
演
会
ま
で
盛
り

だ
く
さ
ん
。「
楽
し
み
・
学
び
・
感
じ
る
」有
意
義

な
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
そ
う
だ
。

草
加
青
年
会
議
所
創
立
50
周
年
記
念

日　時

場　所

料　金

問い合わせ

9月15日（土）
50周年記念式典／午前9時50分～正午
草加みらい博／正午～午後5時
草加市文化会館全館および駐車場（松江1-1-5）
入場無料
薑048（928）8124
 ☆http://miraihaku.info
公益社団法人草加青年会議所50周年実行委員会

キャプション

ケセランパサランの２人は草加東高校出
身（上）／年間１００本以上のライブをこ
なすyosuさん（下）

声優の増岡弘さんが「家族の
カタチ」について語る
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